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一般社団法人痴漢抑止活動センター（大阪市中央区備後町 3-6-2 大雅ビル 10F-242、代表：松永弥生）が提案する「痴漢

抑止バッジデザインコンテスト」が、株式会社 JDN（本社  東京都台東区 上野 5-3-4 クリエイティブ One 秋葉原ビル 4F 

代表取締役社長 宮内愼悟）が運営する「登竜門」主催の「コンテストで解決したいことコンテスト」においてグランプリを受賞し

ました。 

■コンテストで解決したいことコンテスト 

「コンテストで解決したいことコンテスト」は、「登竜門」の 20周年記念事業として開催されました。 

コンテストは、認知獲得、商品開発、地域活性化、などさまざまな課題の解決に役立ちます。登竜門は、毎年 1,500 件のコン

テストを紹介し、200 を超えるコンテストの実施をサポートしています。今回、20 周年を記念し“コンテストで解決したい問題”を公

募。登竜門が 20年間に蓄積したコンテスト成功ノウハウと、コンテスト実施システムを活用し、主催者のコンテストを成功に導くた

めに企画されました。 

「痴漢抑止バッジデザインコンテスト」は、100 年続く電車内痴漢犯罪を解消するために学生から「痴漢抑止バッジ」のデザイ

ンを公募します。バッジのデザイン制作を通じて、性犯罪に対する問題意識を育てることが目的です。 

今回の受賞を契機とし、今後 10 年のコンテスト実施の基盤となるよう、登竜門のサポートをいただきながらコンテスト運営ノウ

ハウを学び、電車内痴漢犯罪を許さない社会の構築を警察、鉄道会社、企業とともに目指します。 

■「痴漢抑止バッジデザインコンテスト」で解決したいこと 

10 代～20 代の女性が被害者の 70％を占める電車内痴漢犯罪を解決した

い。そのために女子高校生が考案した「痴漢抑止バッジ」のデザインを同世代

の学生から募集する。デザイン検討を痴漢問題について考える機会とし、ジェ

ンダー意識を育てる狙いを込めている。将来、社会に情報発信するデザイナー

が性犯罪に対する高い意識をもち、これからの世の中を変えてもらいたい。 

●審査総評 

私たちの総力をもって、その実施をお手伝いする企画として「痴漢抑

止バッジデザインコンテスト」を選出させていただきました。社会的に

意義があるテーマであることは言うまでもありません。また、コンテス

トという解決手法の良さを最大限に活かすことができる企画だという

ことも確信しております。すでに 2016 年に 1 回目を実施されていらっ

しゃいますので、まずは主催者の皆様と前回の様子を共有させていただ

き、より良いものにすべく私たちのノウハウとツールを集結させたいと

考えております。2017 年の半ばごろには募集告知をさせて頂く予定で

す。どうぞ、ご期待くださいませ。最後になりましたが、関心を持って

いただき参加いただいた皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 

 

【本プレスリリースに関する連絡先】 

一般社団法人 痴漢抑止活動センター  

〒541-0051 

大阪市中央区備後町 3-6-2 大雅ビル 10F-242 

松永弥生（代表）  

 

URL：http:// scb.jpn.org/ 

e-mail : info_scb@scb.jpn.org 

TEL: 06-7898-7808 FAX:06- 7635-7631 

2017 年 2 月 2 日 

一般社団法人 痴漢抑止活動センター プレスリリース 

痴漢抑止活動センター「痴漢抑止バッジデザインコンテスト」が 

「コンテストで解決したいことコンテスト」でグランプリ受賞 

痴漢抑止バッジデザインコンテスト２０１６ 

最優秀賞受賞作品  

桑沢デザイン研究所 神崎 遥さん 

桑沢デザイン研究所 

 

file:///C:/Users/yayoi_media/Dropbox/01_痴漢ストップ/03_03広報/01_PDF/20160417_製品化プレスリリース/info_scb@scb.jpn.org


 

p. 2 

 

 

■１００年続く電車内痴漢犯罪 

※「痴漢」の文化史 :「痴漢」から「チカン」へ 日本研究 49, 147-181, 2014-03（国際日本文化研究セ

ンター 岩井 茂樹）より 

１９１２年（明治４５年）に東京の中央線に「婦人専用電車」 導入の記載。この時代に、痴漢犯罪や電車内で女学

生をナンパする男の人がいたために導入された。 

１９１８年 11 月 23 日『読売新聞』朝刊第四面「女学生だより」というコーナーに女子学生が電車内で痴漢にあっ

た経験を綴り、婦人専用電車を要望している 

１９２０年代に、作家・平林たい子が「東京に来て驚いた、東京はやっぱり都会だなぁと驚いたのは電車内で痴漢に

遭った時だった」と回顧談執筆。 

※こうした記述から、１００年前から電車内には痴漢がおり、女学生が被害にあっていたということがわかります。 

■痴漢犯罪（迷惑防止条例違反）の現状 女子高校生が狙われている！ 

※警視庁「こんな時間、場所がねらわれる」より 

データから、10～20 代女性が通勤・通学電車内で被害に遭っていることが判る 

■痴漢抑止バッジの効果 

浦和麗明高等学校（埼玉県さいたま市浦和区東岸町１０−３６） 

2016年４月～12月に痴漢抑止バッジを使用した 70名の声を集計。 

 

・缶バッチのおかげで身体的、心理的に守られてると思います。 

・缶バッチをつけてから、周りに女性の方が立ってくれるようにな

りました。 

・バッジをつけることによって、自分たちの意志も強くなり痴漢に

あいにくくなったと思います。 

・私の電車は武蔵野線で、毎朝とても混んますが、バッジをつけた

らちかんされることなく、無事に学校に着くことができました。 

・痴漢バッチを付けてから痴漢されることがなくなりました。 

・痴漢のバッジだと全然わからなくてすごくかわいいやつでした。 

・強くなれた気がします。 

・可愛い且つ意思表示の言葉が綴られていたため被害における理

解と共感を得られ、被害を未然に防ぐだけでなく、被害を抑止する

ことにも効果があると思いました。 

・痴漢防止バッチをつけてから、学校の登下校もいつも以上に安心

して電車にのれるようになりました。 
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  【 一般社団法人 痴漢抑止活動センター 資料 】 

１．団体概要 

名  称：一般社団法人 痴漢抑止活動センター 
代表理事：松永弥生 
設  立：2016年 1月 15日 
住  所：〒541-0051 大阪市中央区備後町 3-6-2 大雅ビル 10F-242 
目  的：当法人は、性犯罪防止・抑止のために、自治体、鉄道会社と協力し、生活の安全に資することを目的と

する。 
サ イ ト：http:// scb.jpn.org/ 
Facebook：https://www.facebook.com/scbproject/  

２. 事業内容 

(1) 性犯罪の抑止・防止グッズの企画・製造・販売 

(2) 性犯罪・防犯意識の普及・宣伝 

(3) 防犯・抑止機器資機材の紹介 

(4) 犯罪被害防止・抑止対策の推進 

(5) 防犯ボランティア活動の支援 

(6) 性犯罪問題に関する研究並びにその啓蒙に関する事業 

(7) 前各号に掲げる事業に付帯又は関連する事業 

３. 一般社団法人 痴漢抑止活動センター 設立のねらいと背景 

通学電車内で痴漢被害にあっていた高校 2 年生の女子（都内在住）が、2015年春に母親と一緒に痴漢抑止バッジ
を考案しました。彼女は、バッジをつけるようになって以来、毎日のように受けていた痴漢被害がなくなりました。
このバッジを社会に普及するため、Stop 痴漢バッジプロジェクトを 2015 年 11月に発足。活動を促進、継続してい
くため、一般社団法人 痴漢抑止活動センター設立にいたりました。 

クラウドワークス上で公募した「Stop痴漢バッジデザイン」コンテストには、178 名のデザイナーから 441点の
デザインが集まり、クラウドファンディング「FAAVO 東京 23 区」では、全国の支援が集まり、当初の目標額 50 万
円は 6日で達成しました。3 ヶ月間で 334名から 212万 3千円のご支援が寄せられました。 

２つのクラウドサービスを活用し、多くの方々が痴漢被害に対し目を向ける機会となる効果がありました。多数
のメディアに取り上げられ缶バッジメーカーからサポートの申し出や、学生団体との連携も始まっています。2016
年 3月には、鉄道会社、警察、防犯協会、高校と協力して、兵庫県、神奈川県で痴漢抑止バッジの無料配布イベン
トも実施しました。 

2016 年 3 月 25 日より、公式サイトでネット通販を開始。電車通学をする中高大学生の保護者よりご注文をいた
だいております。今後は、痴漢抑止バッジを必要とする子ども達が店頭で購入できるように販路の開拓を目指して
います。痴漢抑止バッジが店頭に並べば、社会が本気で痴漢問題に取り組でいる姿勢を示せるからです。 

性犯罪については、家庭内でも話題にしづらい雰囲気があります。痴漢抑止バッジとパッケージ内のイラストマ
ニュアルが、性犯罪から身を守るために何をすべきか、家庭内で親子が話し合う糸口となり、子ども達の防犯意識
の向上に繋がると考えています。 

４. 活動報告 

2015 年 

4 月 痴漢抑止カード考案 

 8 月 1日 SNSに痴漢抑止カードのアイデアと効果をシェア 

 8月 20日 サンプルバッジ製作 

9 月 18日 王子警察署へプロジェクト説明 

10 月 9日 板橋警察署に挨拶 

10月 19日 赤羽警察署へプロジェクト説明 

10月 29日 JR 赤羽駅 痴漢抑止バッジ無料配布 

11 月 ２日 痴漢抑止バッジプロジェクト 記者会見 

11 月 ４日 痴漢抑止バッジ クラウドファンディング＆デザインコンテスト開始 

11月 12日 埼玉県警鉄道警察隊の性犯罪対策ヒアリング 

11月 18日 兵庫県警生活安全企画課 鉄道警察隊 へプロジェクト説明 

11月 25日 痴漢抑止バッジデザインコンテスト公募締め切り（応募作品 441点） 
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左：巣鴨駅前 アンケート（女子中高生 136 名） 中：バッジデザインコンテスト公募作品  右：渋谷無料配布イベント 

 2016 年 

1 月 15日 一般社団法人 痴漢抑止活動センター 設立 

1 月 25日 「痴漢抑止バッジ 2015」デザイン発表 （東京開催） 

2 月 1日 クラウドファンディング終了（334名から 212万 3千円のご支援） 

3 月 25日 ネット通販開始 

  渋谷で 494個無料配布イベント実施 

3 月 28日 阪急三宮と西宮北口、梅田周辺で各 494個を無料配布イベント実施 

８月１日～ 「痴漢抑止バッジデザインコンテスト 2016」開催 

10月 5日～ 「痴漢抑止バッジデザインコンテスト 2016」 

１次審査通過作品 あべのハルカスウォールギャラリー展示 

11月 3日 「痴漢抑止バッジデザインコンテスト 2016」 

あべのハルカス 縁活ステージにて 表彰式  

 

■メディア掲載歴（一部抜粋） 

2015.11 Yahoo! トップニュース（FB 1.9 万）／ 11.5 Japan 

Times ／ 11.6 NHK 「ニュース シブ 5 時」／ 11.19 NHK

「あさイチ」／11.22 産経新聞  ／  11.27 東京新聞  ／ 

2016.1.13 東京新聞 ／ 1.25 毎日新聞 ／ 1.25 テレビ東京 

／3.26 東京新聞 ／ 4.4 読売新聞 2 面 「顔」／4.8 朝日新聞

（東京版）夕刊 1 面トップ ／ 4.21 日テレ NEWS ZERO 

「ZERO Human」（予定）  他 国内外 ８０回以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■代表理事 松永弥生 プロフィール 

大阪市在住。「痴漢抑止バッジ」考案者の母である殿岡万里とは、小学生時代からの友人。 

2015 年 8 月に、殿岡が SNS に投稿した「私は泣き寝入りしません」のカードとそれまでの経緯を読んで、缶バッジ
にすることを提案。殿岡から、相談をうけて「Stop痴漢バッジプロジェクト」をスタートさせた。考案 者である娘さ
んのプライバシー保護を優先するため、松永がプロジェクト代表を務めている。（電子書籍出版コンサルタント、文章
講座の講師、フリーライター） 

埼玉県警 鉄道警察隊 大渡理一 副隊長より 


